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レベルⅡ

レベルⅢ

レベルⅣ

専門看護 
領域

看護管理 
領域

レベルⅠ

• 基礎教育からの連続性 

• マネジメントラダー 
との連続性　　 

• 多様なキャリア選択 
への対応　　　 

• 患者への成果との 
つながり

クリニカルラダーの課題



クリニカルラダーVer.2の特色
• 4つの職域で構成 

• 看護部の成果、各職域の成果責任を明確化 

• 成果を出せる能力＝知識・技術 × コンピテンシー 

• 自分の強みを活かして成果を出せればよい  
→どのコンピテンシーを使っても構わない 

• "強みジャーナル"＝コンピテンシーに基づく事例を蓄積 

• eポートフォリオ（システム）上で評価できる



クリニカルラダーVer.2



eポートフォリオ
• インターネット上で 
入力・参照（スマホ対応） 

• 他のキャリア情報も蓄積 
（自己研鑽・研修等）



コンピテンシー活用の実際

自分の強みを示す事例をコンピテンシーで語る 
（リフレクション＆自己アピールの機会）

語った事例について 
他者からコンピテンシーを用いて承認される

コンピテンシーによる承認が 
「腑に落ちる」＝納得感



係長・主任対象研修
• 1年間のプログラム 

• 集合研修を3回（中間・最終発表） 

• 6月～2月は毎月グループワーク 

• コンピテンシーを共通言語として、  
自分の強みを語る＋他者を承認する 
 
→ 現場の推進役としてコンピテンシーを活用する



強みジャーナル
私の強みジャーナル 私の強みジャーナル 私の強みジャーナル

み ん な の 強 み ジ ャ ー ナ ル  ＝  看 護 部 の 財 産


